
 
 

 

九
年
振
り
の
豪
雪
と
な
っ
た
今
年
の
冬
で
し
た
が
、
よ

う
や
く
本
格
的
な
春
を
迎
え
ま
し
た
。 

長
野
県
内
で
も
各
地
か
ら
桜
の
開
花
宣
言
が
聞
か
れ
、

ま
も
な
く
春
爛
漫
の
過
ご
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。 

 

日
本
気
象
協
会
に
よ
る
と
、
今
年
の
飯
山
城
跡
公
園
の

桜
の
予
想
開
花
日
は
四
月
十
三
日
で
、
平
年
よ
り
四
日
早

い
そ
う
で
す
。 

新
年
度
を
迎
え
、
望
岳
荘
で
も
新
し
い
職
員
が
加
わ
り
、

新
し
い
体
制
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。 

職
員
一
同
、
気
持
ち
も
新
た
に
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

望
岳
荘
二
十
七
年
度
運
営
方
針
（
抜
粋
） 

 

利
用
者
の
た
め
の
望
岳
荘
を
め
ざ
し
て 

利
用
者
と
そ
の
ご
家
族
の
ご
希
望
に
対
応
し
、
そ
の
人

に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
、
介
護
、
相
談
、
支

援
、
健
康
管
理
及
び
機
能
回
復
訓
練
等
の
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
利
用
者
に
寄
り
添
い
、
看
護
・
介
護
技
術
の

向
上
に
努
め
、
栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
健
康
状

態
の
把
握
、
体
調
に
添
っ
た
食
事
を
提
供
し
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
一
層
の
向
上
を
め

ざ
し
、
新
し
い
技
術
や
工
夫
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
職
員

は
積
極
的
に
研
修
会
に
参
加
す
る
等
、
資
質
の
向
上
を
図

り
ま
す
。 

ま
た
、
利
用
者
の
意
思
と
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
そ
の

人
の
立
場
に
立
っ
た
行
動
を
と
り
、
決
し
て
人
権
を
傷
つ

け
ま
せ
ん
。 

地
域
の
皆
さ
ん
は
、
施
設
に
対
し
て
大
き
な
期
待
と
信

頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
や
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設

運
営
に
努
め
ま
す
。 

「
北
信
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設
の
基
本
理
念
」
を
受

け
、
右
の
と
お
り
基
本
方
針
を
定
め
、
年
間
行
動
目
標
及

び
月
間
行
動
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組
み
ま
す
。 

望
岳
荘
年
間
行
動
目
標 

 

望
岳
荘
で
は
三
年
前
か
ら
、
よ
り
良
い
施
設
を
目
指

し
て
年
間
行
動
目
標
を
定
め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
七
年
度
の
年
間
行
動
目
標
は
、「
明
る
い
笑

顔
」「
細
や
か
な
気
く
ば
り
」
「
寄
り
添
う
心
」
で
す
。 

こ
の
目
標
は
、
全
職
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
目
標
の
中
か

ら
選
定
し
た
も
の
で
す
。 

新
し
い
年
度
の
始
ま
り
に
当
た
り
、
基
本
に
立
ち
返
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。 

望
岳
荘
四
月
の
月
間
行
動
目
標 

 

望
岳
荘
で
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
か
ら
月
間
行

動
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。 

 

目
標
は
、
主
任
者
会
議
に
諮
り
、
そ
の
時
々
に
特
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
が
、
四
月
の
月
間
行
動
目
標
は
、
年
間
行
動
目

標
を
し
っ
か
り
と
自
分
の
も
の
と
す
る
た
め
、
年
間
行
動

目
標
と
同
じ
「
明
る
い
笑
顔
」
「
細
や
か
な
気
く
ば
り
」

「
寄
り
添
う
心
」
と
し
ま
し
た
。 

三
月
誕
生
会
を
開
催
し
ま
し
た 

 

三
月
に
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
誕
生
会
を
、

三
月
十
八
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
月
の
誕
生
者
は
十
五
名
と
、
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。 

食
堂
で
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
、
ハ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ス
デ

イ
の
歌
を
歌
い
、
バ
イ
キ
ン
グ
食
で
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
、
ご
健
康
で
お
元
気
に
お
過
ご

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

彼
岸
供
養
を
行
い
ま
し
た 

平成 27年 

４月 ８日 

３月１８日に彼岸供養

を行いました。彼岸往生

（仏教では迷いの多い

この世を此岸（しがん）

といい、悟りを開いたあ

の世を彼岸という。）を

祈念し、浄土を想い、仏

様を慕いました。 

記念写真とお祝いの

メッセージが書かれ

たカード、花束を贈

られた３月生まれの

皆さん。 



職 
員 

人 

事 

 

四
月
一
日
付
で
、
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

少
し
の
間
、
不
慣
れ
な
点
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
不
安
に
感
じ
た
り
、
日
々
の
生
活
が

変
わ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
退
職
・
転
出
職
員
】 

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

管
理
栄
養
士 

児
玉 

栄
子
（
退
職
） 

生
活
相
談
員 

小
林 

孝
治
（
高
社
寮
へ
） 

介
護
員 

 
 

森
山 

賢
一
（
い
で
湯
の
里
へ
） 

主
事 

 
 

 

湯
本 

智
美
（
高
社
寮
へ
） 

介
護
員 

 
 

上
野 

真
紀
（
退
職
） 

介
護
員 

 
 

田
村 

尚
美
（
菜
の
花
苑
へ
） 

看
護
師 

 
 

島
崎 

陽
子
（
菜
の
花
苑
へ
） 

介
護
員 

 
 

堀
米 

康
範
（
ふ
る
さ
と
苑
へ
） 

嘱
託
介
護
員 

小
島 

典
子
（
退
職
） 

嘱
託
介
護
員 

宮
澤 

公
誠
（
高
社
寮
へ
） 

嘱
託
介
護
員 

宮
崎 

優
也
（
千
曲
荘
へ
） 

管
理
宿
直
員 

岡
田 

真 

（
退
職
） 

 

【
転
入
職
員
】 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

生
活
相
談
員 

湯
本 

栄
江
（
高
社
寮
か
ら
） 

看
護
師 

 
 

藤
沢
三
枝
子
（
い
で
湯
の
里
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

三
井 

久
枝
（
ふ
る
さ
と
苑
か
ら
） 

主
事 

 
 

 

前
田 

綾 

（
菜
の
花
苑
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

山
田 

章
子
（
千
曲
荘
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

岡
田 

峻
介
（
菜
の
花
苑
か
ら
） 

介
護
員 

 
 

町
田 

悠
美
（
新
規
） 

介
護
員 

 
 

松
野 

弘
明
（
新
規
） 

嘱
託
管
理
栄
養
士 

児
玉 

栄
子
（
新
規
） 

嘱
託
介
護
員 

鈴
木 

節
子
（
千
曲
荘
か
ら
） 

嘱
託
介
護
員 

北
原 

優
美
（
菜
の
花
苑
か
ら
） 

嘱
託
介
護
員 

山
室 

綾
乃
（
新
規
） 

 

【
職
種
変
更
】 

引
き
続
き
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

調
理
員 

 
 

玉
井
ゆ
み
子
（
介
護
員
か
ら
） 

嘱
託
介
護
員 

小
林
ル
イ
子
（
調
理
員
か
ら
） 

管
理
宿
直
員 

本
山 

静
人
（
新
規
） 

   

行
事
の
お
知
ら
せ
【
四
月
中
旬
～
五
月
】 

 

四
月 十

三
日 

喫
茶 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

十
七
日 

書
道
・
俳
句 

 
 

 
 

（
午
後
） 

二
十
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

 

（
午
前
） 

二
十
二
日 

誕
生
会 

 
 

 
 

 
 

（
昼
） 

二
十
七
日 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

二
十
八
日 

選
択
食 

 
 

 
 

 
 

（
昼
） 

〃 
 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
（
午
後
） 

 

五
月 

一
日 

第
三
者
委
員
会 

 
 

 

（
午
後
） 

七
日 

選
択
食 

 
 

 
 

 
 

（
昼
） 

十
一
日 

喫
茶 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

十
三
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導 

 
 

 

（
午
後
） 

十
五
日 

書
道
・
俳
句 

 
 

 
 

（
午
後
） 

 

〃 
 

家
族
会
役
員
会 

 
 

 

（
夕
方
） 

十
八
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
） 

 

（
午
前
） 

十
九
日 

手
工
芸 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

二
十
一
日 

音
楽 

 
 

 
 

 
 

 

（
午
後
） 

二
十
二
日 
選
択
食 

 
 

 
 

 
 

（
昼
） 

二
十
五
日 
田
植
え 

 
 

 
 

 
 

（
午
後
） 

二
十
六
日 

誕
生
会 
 

 
 

 
 

 

（
昼
） 

二
十
七
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導 

 
 

 

（
午
後
） 

 
 

〃 
 

緊
急
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
訓
練
（
夕
方
） 

二
十
八
日 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影 

（
午
前
） 

 

  

お 

知 

ら 

せ   

☆ 

面
会
に
つ
い
て 

今
年
の
冬
も
、
全
国
で
感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
）
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
ま
し
た
。 

ご
家
族
の
皆
様
に
は
、
感
染
症
予
防
の
た
め
の
面
会
制

限
等
、
大
変
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、
当
施
設
の
利
用
者
か
ら
は
感
染
者
が

出
な
く
、
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

春
本
番
を
迎
え
、
陽
気
も
良
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

春
物
衣
類
と
の
交
換
が
て
ら
に
、
面
会
に
お
出
か
け
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。 

☆ 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
に
つ
い
て 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
を
四
月
二
十
日
（
月
）
に
予
定

し
て
い
ま
す
。 

残
高
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 


